
岩手県県北家畜保健衛生所 

岩手県北家畜衛生協議会   

県北家畜衛生通信 第４３号 平成２７年２月                             

家畜の衛生管理状況等の報告・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
野生動物の侵入防止対策は大丈夫ですか？・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
牛海綿状脳症（ＢＳＥ）検査対象月齢等が変更になります・・・・・・・・・・・・・ 
予防接種でアカバネ病から牛を守りましょう！！・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

目  次 

－１－ 

1 
2 
4 
4 

 平成22年度に大きな被害を出した口蹄疫・高病原性鳥インフルエンザ等の防疫対
策の一環として、毎年1回、家畜の飼養頭数や管理状況についての報告（定期報告）
が法律で義務付けられています。平成27年２月１日時点の状況について記入・作成
し、忘れずに提出しましょう。 

報告様式１：畜舎が複数の場所にある 
      際は、各々の畜舎の住所 
      を記入して下さい。 

報告様式２：畜舎数を忘れずに記入 
      して下さい。 
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こんなところに気をつけて記入しましょう！ 



報告様式５：記入漏れの無いように！ 
      候補地になりそうな土地は 
      ありませんか？ 

報告様式７：農場を病気から守るために、 
      全項目チェックを目指しま 
      しょう！ 

 今シーズン、国内で高病原性鳥インフルエンザ（HPAI）が散発しています。 
 今年度、国内で発生した6事例（熊本県、宮崎県２、山口県、岡山県、佐賀県）の疫学調査
を見ると、鶏舎内にネズミ等が侵入した可能性があることが挙げられています。 
 他の伝染性疾病予防上においても、ネズミ対策は重要です！もう一度見直してみましょう！ 

○ 記入後はコピーを1部保管しておくと、翌年の報告時に参考に出来ます。 

野生動物の侵入防止対策は大丈夫ですか？ 
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ドブネズミ クマネズミ ハツカネズミ 

頭同長 

体重 平均150g 平均110~20g 

尾率 1.1 0.8 

耳 

乳頭数 12 10～12 8 
糞の形態 Φ1.5cm まとまる Φ1cm バラバラ Φ0.5cm 両端尖る 

養鶏場生息場所 OPで多 コンクリ割目 土間 WLで多 天井 壁の隙間 鶏舎周囲 草地 
性成熟 8～12週 12～16週 8～12週 
妊娠回数 5～6回/年 5～6回/年 6～10回/年 
産子数 約10匹 約6匹 4～7匹 

寿命 約2年 約2年 約1.5年 

一般行動 平面的 立体的 潜行的 

性格 貪欲で獰猛 用心深く慎重 用心深く臆病 

食性 雑食性（植物質好む） 雑食性（動物質好む） 雑食性（植物質好む） 

1日の喫食量 体重の1/3～1/4 体重の1/10 体重の1/5 

殺鼠剤抵抗性 弱い 強い やや強い 

「鶏病研究会報 第49巻第4号」より 重要!!ネズミ対策 
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小さい 
6-

10cm 

10-20g 

大きい 

主な成分 作用 特徴 
効果 
発現 

人やペット 
への毒性 

慢
性
毒
性 

第1世代クマリン 
・ワルファリン 血液抗凝固作用 

→網膜内が内出血 
（明るいところに出 
 てきて死ぬ傾向） 

・同じネズミに数日間 
食べさせることで有効 
（累積毒） 
・肝臓での本剤代謝能 
力が向上した「耐性ネ 
ズミ」の出現 

3～5 
日後 

低い 
（解毒剤あり） 

第2世代クマリン 
・ブロマジオロン 
・ジフェチアロール 

1～2回の喫食で有効 
耐性ネズミにも有効 

2～3日 

急
性
毒
性 

シリロシド 
ノルボルマイド 
リン化亜鉛 

痙攣 
呼吸麻痺 
リン化水素による 
神経毒 

数回の喫食で有効 
最初は無毒のエサで 
慣らす 

数時間 高い 

「鶏病研究会報 第49巻第4号」より 

殺鼠剤が効かない 

「鶏病研究開放 第49巻第4号」より 

殺鼠剤によるネズミ対策のポイント 

ネズミの死骸が 
確認できない 

喫食の痕跡はあるが、 
生息数が減っていない 

配置した殺鼠剤を 
食べない 

巣穴や物陰で 
死んでいる 

粘着シートや 

トラップの併用
を試みる 

ネズミ種の 
誤認識 

配置場所の誤り 

配置法の誤り 

毒餌に 
慣れていない 

新たな侵入がある 

毒餌の設置量が少ない 
ネズミの数が多く、量が不足している。 
（または、致死量に達していない） 

毒餌の設置量（設置箇所）を増やす 

生存するネズミの活動場所に重点を置く。 
複数種の毒餌を設置する。 

複数種のネズミが生息 
嗜好の異なるネズミが混在して生息 

薬剤耐性を有する 

薬剤の変更、または駆除法の再検討 

侵入経路の
遮断 

嗜好性の高い食品を混ぜる 
（場合により嗜好性の高い  
 餌を再検討する） 

・ラットサインの近辺に置く 
・毒餌作成時、及び設置時に人の臭いを 
 つけない 
・できるだけ物陰に設置。場合によりベイ 
   トステーションを使用する。 

クマネズミ：立体的（3次元）に設置 
        天井裏、梁、壁面などの隙間 
ドブネズミ：平面的（2次元）に設置 
        床下、排水溝など 
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殺鼠剤 



牛海綿状脳症（ＢＳＥ）検査と死亡牛届出の
対象月齢が変更になります 

     死亡日 
 
 

～平成27年 
 3月31日 

平成27年4月1日～ 

24か月齢未満 届出・検査対象外 届出・検査対象外 

24か月齢以上   
 48か月齢未満 

届出・検査対象牛 
届出・検査対象外 
（今回改正） 

48か月齢以上 届出・検査対象牛 届出・検査対象牛 

死亡時月齢 

予防接種でアカバネ病から牛を守りましょう!! 

 平成22年には、岩手県でも広範囲でアカバネ病発生があり、119頭の異常産が確認さ
れました。本病は、有効な治療法がなく、ワクチン接種が唯一の対処法です。 
 吸血昆虫が活動し始める前の４～６月までにワクチン接種を確実に行い、牛をアカバネ
病から守りましょう!! 

ワクチン接種手数料は１頭あたり１,９２０円です。詳細は市町村、農協、
共済組合もしくは最寄の診療獣医師にお尋ね下さい。 

アカバネ病とは？ 

○ ウイルスによる感染症で、ヌカカなどの吸血昆虫により感染します。 
○ 妊娠牛に感染すると、胎子の奇形（関節湾曲、水頭症）や流死産が発生します。 
○ ウイルスが侵入すると、吸血昆虫を介して感染が広がり、多大な経済損失を招きます。 

岩手県県北家畜保健衛生所  電話：0195(49)3006 
                    FAX：0195（49）3008 
岩手県北家畜衛生協議会    電話：0195(49)3040 

≪発行元・問い合わせ先≫ 
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この度、「家畜伝染病予防法施行規則及び牛海綿状脳症対策特別措置法施行

規則の一部を改正する省令」が公布され、平成27年４月１日以降、「死亡牛

届」及び「ＢＳＥ検査」の対象月齢が「４８ヶ月齢以上」に引き上げられる

こととなりました。 


